日本語史における平成時代の音韻変化 by 柴田, 知薫子 & SHIBATA, Chikako
日本語史における平成時代の音韻変化
柴　田　知薫子
Diachronic Phonology of the Japanese Language 
in the Heisei Period
SHIBATA Chikako
群馬大学教育学部紀要　人文・社会科学編








Diachronic Phonology of the Japanese Language 
in the Heisei Period
SHIBATA Chikako
Department of English, Faculty of Education, Gunma University
（Accepted on September 25th, 2019）
ABSTRACT
　　Phonological system of a particular language could change in thirty years of one generation.　The Japanese 
language has undergone phonological evolution of its consonant system and prosodic system in these thirty years 
of the Heisei period: the distinctive feature of voiced plosives has changed from voicing to tenseness; the prosodic 
unit is changing from mora to syllable; the culminative function has predominated the distinctive function of word 
accent.　These phonological changes are reflected on several cases of phonetic change among Japanese speakers 
















　　（1）　a. 旗 /pata/ b. 肌 /pada/ c. 花 /pana/
  　　 ［pada］ 　　 ［pãnda］ 　　 ［pãna］











の基本周波数（F0）を調べたところ、男性 12名のうち「銀メダル」の VOT値がプラスの値を示したのは 4




　　（2）  /p/ /b/ /t/ /d/ /k/ /ɡ/
 ［voice］ － ＋ － ＋ － ＋
 ［noise］ ＋ － ＋ － ＋ －
 ［tense］ ＋ － ＋ － ＋ －



















　　（3)　a. /p/＞［ɸ］＞ /h/ 「日」 /pi/＞［ɸi］＞ /hi/










































































　　（5)　a. aki ＋ hito ＞ akibito ＞ akiNdo, akiUdo ＞ akyuudo 「商人」



























　　（8)　a. 退職金もらった瞬間妻ドローン （平成 27年）
  b. ゆとりでしょ？そういうあなたはバブルでしょ？ （平成 28年）
  c. スポーツジム車で行ってチャリをこぐ （平成 29年）
（8）は第一生命が毎年募集するサラリーマン川柳から第 1位に選ばれた作品であるが、いずれも特殊モーラ


















　　（9)　a. 起伏型 b. 平板型
  　ハ ˥シ（箸）　ハシ ˥（橋） 　ハシ（端）
  　カ ˥レイ（鰈） 　カレイ（華麗）










　　（10)　a. 対立あり b. 対立なし
 　　ク ˥ラブ　　クラブ（night club） 　グ ˥ラフ　　　グラフ
 　　ネ ˥ット　　ネット（internet） 　トレ ˥ンド　　トレンド







　　（11)　a. 外来語：アスリ ˥ート スタイリ ˥スト ミュージ ˥シャン～ミュ ˥ージシャン

























 　　 L0　　　　　　　　　るとか ˥
 　　　　　　　　　　　　　　　　めが　すべ ˥
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った
 　b. つ　る ？　 か　め ？　 すべ った ？





　　（13)　a. Is it possible to reˈturn this? b. Is the tip inˈcluded?
 　　　　　　　　　　L　  H 　　　　　　　L H




　　（14)　a. これ、おいしくない　？ b. これ、おいしくな　い　？



















































 5. 長母音を通時的かつ通言語的に分析した de Chene（2014）は、10世紀のハ行転呼を長母音の発生源と考えている。
 6. 東京方言ではアクセント句が必ず低く始まるため、語が単独で発音される場合、第 1音節はアクセント核を持たない限り
低音調 L0と結び付く。
 7. 北原（2006：151-156）は「同音語という集合の中で見ればアクセントはおよそ 3割の単語を区別」しており、「アクセン
トがどこにあるか」よりも「アクセントがあるかないか」の方が弁別機能が高いと述べている。







11. Cruttenden（2014）は、「威信言語」のイメージが染みついた RPという呼称を避け、イギリス英語の標準発音を General 
British（GB）と呼ぶことを提案している。
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